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2. プロジェクト・始動



「①小学校四年以上であ
る ②人数の上限はステージに乗りきれる数 ③担当教員
だけでなく学校単位での協力が得られる。」

【目的】

【内容】

3．特別授業…ワークショップ内容

■第 1回

■第2回

■第 3回





【まとめノート①の，まとめ】
■ きょう知ったこと，驚いたこと，大事だなと思ったこ
となど

■気をつけなくちゃ！と思ったこと

■どんなふうに詞を読みたいか…

■ご質問はありますか？

特別に「興味を持った」ことはありません。音楽は普通
に，自分のものとして「ある」ものなので。

大きな声のためには，エネルギーが必要です。歌のエネ
ルギーは「息」です。皆さんと一緒にやった「S------」
のトレーニングを私もしています。きれいな声のために
は「響き」が必要です。皆さんと一緒にやった「ノドを
開けるトレーニング」を，私もしています。それらを身

に着けて，声は「大きくきれいに」なっていくのですよ。

はい。でも大学にはもっと上手な「管楽器の専門家」が
います。その人に比べたらまだまだ！ですね。

歌は好きでも嫌いでもありません。私にとっては「普通
のこと」なのです。「人間が好きな理由は？」というの
と同じ質問に思えます。私は「猫」は「大好き」ですけ
どね！

「魅力ある」歌が好きです。この「魅力」は，曲によっ
ていろいろですよね。

家は東京です。大学の先生をしている時は京都に住んで
います。

2月 17日です。

歌うことが得意だったからです。

皆さんと一緒にやったストレッチ，息のトレーニング，
ノドを開けるトレーニングが重要です。

「食べること」それ自体が大好きです。美味しいものは
なんでも好きなので決められません…

あなたが「史先生は，〇〇才ぐらいだろうなー」と思っ
た，それが正解です。「年齢」を聞くのは，社会人になっ
たとき，とても失礼なこととされています。気をつけま
しょう！

「歌のトレーニング」を，でしょうか？　ちゃんと「歌
の先生」についたのは高校生の時です。

息のスピードは，音楽にとても影響がありますよ！

自分の子どもはおりません。「子どもの有無」を聞くのは，
社会人になったとき，とても失礼なこととされています。
それはどうしてか…理由は，おうちで質問してみましょ
うね！

はい，習っていますよ。今でもトレーニングしています。

【日栄小学校 5年生の皆さんへ】
こんにちは！！ 7月 13日は，皆さんと一緒に歌の授業
ができて，とてもうれしい日でした。
　岸邉先生から，皆さんの「まとめノート」を見せてい
ただいたので，「まとめノートのまとめ」を作りました。



くさんの【気づいたこと】【気をつけたいこと】が発表
されていましたね！どれもみんな大切な事ばかりで，「お
お！皆さんよく分かっているなぁ！」と感心しました。
　【質問】も寄せてくれてありがとうございます。お答
えしましたので，見てくださいね。
　さて，次回までに岸邉先生とやっておいてほしいこと
…それは「詞の解釈（かいしゃく）」についてです。
　ここに書いてある言葉，ひとつひとつは難しくありま
せんから，皆さんすぐに「意味」は分かるでしょう。目
を向けてほしいのは，「この詞は，どんな状況で，どん
な人が，どんな気持ちで語っているのかな？」というこ
とについて…です。
　たとえば「こんにちは」というご挨拶の言葉一つにし
ても，＊楽しく遊ぶ友達同士で ＊久しぶりに会った親
戚のおじさんに ＊友達のお母さんに ＊学校のお客様に 
＊社会科見学に行った先の係の方に ＊病院にお見舞い
に行って看護士さんに友達の様子を聞くとき ＊前に叱
られたことがある近所の方に ＊お葬式でお経をあげて
くださるお坊さんに ＊お祭りの準備をしてくださる地
域の方に ＊駅で偶然会った校長先生に ＊親戚の赤ちゃ
んや年下の子に ＊いつも使う郵便局の局員さんに ＊卒
園した幼稚園・保育園の先生に ＊いま具合をわるくし
ている方に ＊いま哀しい気持ちの人に ＊これから進学
する予定の中学校の校長先生に など…相手がどんな立
場の人なのか，そこがどんな場所なのか，相手はどんな
気持ちなのか，相手にどんなふうに思ってほしいのか，
そういう「いろいろな事」を考えて，皆さんは 言い方・
話し方 を変えているはずです。
　『見上げてごらん夜の星を』　この主人公は，どんな気
持ちなんでしょう，どうしてこの言葉を言うのでしょう，
言葉にすることで，どうしたいのでしょう？それを「想
像すること」が「詞の解釈（かいしゃく）」です。どうぞ，
いっぱい想像してください。そこから，「こんなふうに
読みたい」が出てくるのではないでしょうか？
　この詞の主人公は，こういう風に思っていたんだろう
な…「皆さんの想像」を，本番のステージで，お客さま
にお伝えしていきましょう。
　それを伝えるための声は，どんなものが良いでしょう？
　ただ「聞こえる」だけではなく，どんなふうにお客さ
んに「聴かせたい」か，を考えましょう。「歌」を形作
るための「言葉」そして「声」には，この「聴かせたい
色合い・香り」がとても大切です。この，色合いや香り，
肌触りのことを「音色」と言います。どんな音色で語ろ
うか，歌おうか，考えましょう！　私も考えます。
　また皆さんとお会いするのを，心から楽しみにしてい
ます。 渡邊　史　より



【まとめノート②の，まとめ】
■きょう知ったこと，驚いたこと，大事だなと思ったこと

（「口の中」，よく開くと，よく響きま
すからね！しっかり練習しましょう。）

■気をつけなくちゃと思ったこと 

（「落ち着いた音」のことかな？声に色々あること
に気づいて，素晴らしい！）

（「速い」必要は，ぜんぜんあり
ませんよ！確実に丁寧に！）
■どんなふうに歌いたいか… 

■ご質問は？

「歌そのものの練習」は，スポーツと同じように，やり
すぎると体を痛めてしまうので注意しています。電車に
乗ったり，ご飯を食べたり，本を読んだりしながらも，「こ
れは音楽に通じるな…」とか，いろいろ考えています。
大学の生徒さんたちとのレッスンは，自分にとってもト
レーニングです。

最初の授業で教えて差し上げた「ベロのストレッチ」を
毎日よくやることです。舌は筋肉なので，ストレッチを
することで柔軟さを手に入れることができますよ。

1歳くらいの時に，歌っている声の録音が残っています。
プロ歌手としてお金をもらうようになってからは，もう
20年以上たちました。

皆さんに授業でお教えしたことを，ぜんぶやると，でき
ます。「史先生のマネ」をしてみてください。

それを皆さんと一緒に考えていきましょう。この「まと
めノート」にも，たくさんの意見が寄せられていますね。
どれもとっても大事なことです。ぜんぶ，やりましょう！

また近々，本番のための「しおり」を作って，皆さんに



お渡しします。何を忘れ来ても良いのですが，「健康に
その場に参加する」ことを，ぜったいに頑張りましょう！

緊張は…必ずします。緊張しても，ちゃんとできるよう
に準備やトレーニングをしておけば良いのです。
　ノートを拝見し，皆さんが私の注意したことを良く理
解し，受け止めてくれていることが分かり，とても嬉し
くなりました。これから先の練習では，今回，皆で学ん
だように 「穏やかで優しい夜を，毎日を，皆で楽しく安
心してすごせますように」 という，心からの 「願い・祈
り」 を声にしましょう。その 「あたたかい大事な気持ち」 
を，お客さんに確実に届けましょう！！！キャッチボー
ルのように，「声」を相手に届けるための練習，しっか
りやっておいてくださいね。
　もちろん，「語頭」 や 「ことばの最後」 の意識は忘れず
に… よく響く声のために 「楽器になって」 「口も身体も
大きく開いて」 歌っていきましょう。皆さんと，こんな
にたくさんのことを考えて準備しているのですから，
きっとお客さまにも喜ばれますね！！！次回の授業も，
ステキな時間になりますように！！！
 Soprano 渡邊　史　より

4．本番へ



【まとめノート③の，まとめ】

■今回の「歌をうたう」体験は，あなたにとってどんな
ものでしたか？ 
▲授業はいかがでしたか？

▲コンサートに出演した人は，こちらからも選びましょう

■今回の「歌をうたう」授業から，新しく知ったこと，
学んだことはなんですか？
▲身体の使い方…

▲ステキに歌うためのコツ…



▲曲にあった歌い方をする…

■「歌の授業」を受ける前には，あなたが「知らなかっ
た」ことはなんですか？ 

■これから「歌をうたう」ときに，あなたが気をつけよ
う！と思うのはどんなことですか？

■あなたが，今回の授業やコンサートで「うたう」とき
に，大事にしたことはなんですか？

5．おわりに


